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The purpose of this paper is to suggest the possibility that giving children the 
opportunity to participate in an extracurricular Web-based dialogue (e.g., a “blog”) — 
in addition to the discussions that typically take place in the classroom environment 
— could motivate children to share their opinions and ideas more freely.   The author 
posits that children find it difficult to express their opinions and ideas in class but feel 
more comfortable sharing them in an extracurricular web-based environment.  To test 
this hypothesis, we set up a blog where children could talk anonymously about their 
classroom subject outside of normal classroom hours.  Our analysis of the comments 
posted by students on the blog suggests that students do, in fact, feel more free to 
express their opinions and ideas on the web (outside of class) then they do solely within 
the classroom environment.  These results suggest that the introduction of web-based 
dialogue into the course curriculum could have a positive effect on the sharing of 
knowledge and experience of children that is not typically found in the classroom alone. 
 


















































































6 学年 23 名（男 12 名, 女 11 名）である。学校及







































明を 1 時間行った（2019 年 1 月 15 日）。 
 授業実践の日時は，2019 年 1 月 16 日・17 日・
18 日・21 日・22 日・23 日・24 日・25 日の計 8
日間，全 7 時間である。 
 web サイトの使用期間は，使用方法を説明した
当日の 1 月 15 日から利用可能にし，最終日の翌























































































第 1 時 全文を読ませ，初発の感想を基に，自
 





 第 2時 まとまりごとに筆者の挙げている事例
をまとめ，自分たちの暮らし方と比べ
る。 
 第 3 時 筆者が考えている「新しい暮らし方」
がどのようなものか，百字程度にまと
める。 
 第 4時 第３時にまとめたものをグループで共
有し一つの考えにまとめ，発表する。 
 第 5 時 筆者の考えている「新しい暮らし方」
と自分の思い描く未来の生活を比べる。 
 第 6時 自分が考える理想的な未来の社会とそ
のために必要な「暮らし方」について
作文に書きまとめる。 









約文」と呼ぶ）。3 つ目は，第 5 時に児童がノート
に書いた自分の思い描く未来の生活についての文
章（以下，この文章を「未来の考えノート」と呼
























23 人中 19 人の児童が，ブログを授業以外や家で
見たと回答している。前述の事態に補足すると，









































































































図 5 1月 22日 〈ペンギン〉のコメント 
 



































































トが 2 種類確認できた。以下，その 2 種類の「日
常的経験の表現」を A タイプと B タイプと呼称
を分け，図 6 として図示しながら述べていく。 
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さらに，B タイプのコメントの中には，図 6 の
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